
教育条件整備部会

豊かな教育を子どもたちに

研究内容

１研究の具体的内容と方法

（１）甲州支会と山梨支会に別れ，それぞれの合併後の課題について研究を進めた。

ア甲州支会…「予算・補助金」「備品台帳」「様式・事務処理要綱」の３分散会で

研究ｂ「財務ＰＣマニュアル」の検討

イ山梨支会…「予算分析」「管理用備品分類表」についての研究

（２）東山梨教育白書の作成に協力するため「教育財政の実態」「教育環境の実態」に
ついての調査。

成果と課題

１成果

（１）甲州支会

昨年度の反省に基づき早急に取り組むべき課題として「予算･補助金」「備品台

帳」「様式･事務処理要綱」の３分散会に別れ，諸帳簿等の形式の統一に向けて

研究を進めてきた｡また,｢財務ＰＣマニュアル｣の検討も行った｡これにより，
新しく入ってきた事務職員にもすぐ役立つものと思われる。

研究内容とは別になるが，今年度から毎月１回の「事務打ち合わせ会」で甲州

・市教育委員会と各校の連絡調整を行える場が設定された。

「予算・補助金」では，基本線を統一した予算要求書を各校で作成し，予算要
求時に活用することができた。

「備品台帳」では，甲州市で行っている備品の台帳管理からパソコン管理に移

ることから，｜日市町村で購入した備品についての登録方法や新規購入備品の財

務ＰＣからの備品登録方法の確認をすることができた。

「様式・事務処理要綱」では，合併協の学校事務部会で提案した標準書式を参

考に，甲州市の学校管理規則及び学校処務規程等と照らし合わせ，統一した標

準書式を作成した。学校内の職員が利用できるように，記入例を添付した書式
集を作成することができた。

「財務ＰＣマニュアル」では，甲州市になって各所属に配置された財務パソコ
ンのマニュアルを完成することができた。

（２）山梨支会

合併２年目となった今年度は「予算分析」と「管理用備品分類」に焦点を当て

た研究を進めてきた。これにより，各校の実態を把握することができた。

「予算分析」では，自校の状況を把握し分析するのに役立ち，学校間の比較や
市全体としての傾向を読み取ることができた。
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「管理用備品分類｣では,大分類と中分類の検討を行い,作成された分類表は，
山梨市のイントラネットの中で共有フォルダーにアップロードして，各校でア

クセスし修正や追加ができるように交渉していくことを確認した。
２課題

（１）甲州支会

今年度作成した諸帳簿の形式や財務パソコンマニュアルについて，加除修正し，

より使いやすいものにしていきたい。そのために，出し入れしやすいファイル

を考えていく必要がある。

（２）山梨支会

合併して２年目になるが，｜日山梨市の予算配当が基になっているので，旧市町

村間の調整が不十分な部分があると思われるので、山梨市教育委員会に働きか

けをしていく必要がある。また，学校内での予算執行の効率化や合理化の面で

改善の必要もある。

備品台帳のパソコン化の是非，備品ラベルの作成方法の簡素化，部屋別台帳の

作成の是非等いくつかの課題が出てきているので，継続的な研究をしていかな

ければならない。

（３）全体として

「財務取扱規程」「文書取扱規程」「情報取扱規程」の制定について未解決のま

まなので，今後検討していく必要がある。

事務処理の財務パソコンは学校内サーバーに接続できないので，事務処理上，

大きな問題である。学校内サーバーに接続できる新たなパソコンかサーバーへ

，の接続が必要である。

Ⅲ成果物

１甲州支会庁用パソコン操作と財務会計マニュアル
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